
●はじめにご用意頂く物 ： プラスドライバー、８ｍｍ、１２ｍｍ、１４ｍｍのボックスレンチ
5.5mmドリル刃、１０ｍｍドリル刃、電動ドリル　

この度は、マルチウェイベッドキットをお買上いただき誠にありがとうございます。
当商品を安全かつ、末永くご使用いただくために、本取付取扱い説明書を必ずお読みになり取付・ご使用下さい。

ＨＩＡＣＥ／ＲＥＧＩＵＳＡＣＥ
（Ｓ－ＧＬ用）

組立取扱い説明書

ベッドマット３枚

ノブボルト
（８×4０）

ノブナット（M８）

ステンレス
ワッシャボルト
（８×５０）

ボルトスペーサー

●組立付属部品（はじめにご確認下さい）●
スーパーＧＬ

１．ベッドマットの組み立て

FOLD BED KIT

×２

・ 本製品は、ハイエース200系専用となっておりますので、それ以外の車種でのご使用はご遠慮下さい。
・ 取付の際の事故、取付後の事故・怪我・積載物の破損等、天災等の不可抗力やお客様のお取扱上の不注意・不当な修理・改造
による　故障・破損等は一切責任を負いかねますので予めご了承願います。
・ 静止状態でベッドマットに均等に荷重がかかった時のみ、大人３名でご使用頂いても問題ありません。ＭＡＸ２００kgまで、
テスト済みです。走行中は決してベッドとして使用しないで下さい。

・ 取付後、ベッドを収納する際、ベッド高を変える時等は指等をつめないように十分気をつけて下さい。
・ 伸縮バーは指定の位置以上に伸ばした状態で使用しないで下さい。バーが曲がったり事故の原因となります。

警告
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1-① 左右のベッドマット裏面に、
ベッドフレームAを付属の＋ナベP=3
（5×37）16本で固定してください。

1ｰ② メインに使用するマットを左右より決め、
ベッドフレームBを付属のステンレス皿ネジ
(5×35)10本で固定してください。

ラワン板

ベッドフレームA ×2

ベッドフレームB ×１

ベッドフット×計４本

※右図は左側（助手席側）を
メインとした場合の例です。
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ベッドフレームB
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２A． 固定ベルトの取付

1-④

1ｰ④ ベッド中央に取り付けた
『フレームBの折りたたみ脚』に、
付属の樹脂カバー2個を
両面テープで取り付けてください。

２ｰ⑥
固定ベルトを使用しない時は
マグネットボタンに取り付けてください。
スライドドアやリアゲートへの
挟み込み防止になります。

2-①②
左図の位置に、ドリルで
5.5ミリの穴をあけ、
付属のマグネットボタンを
取り付けしてください。

２-⑤
Cピラーを車両に戻し、前側ベッド固定ベルトを
セカンドシートベルトアンカーボルトと共締めしてください。

２ｰ③④
マグネットボタンを固定するナット用工具は8ミリです。

反対側も同じ作業をし、前側固定ベルトと
マグネットボタンを取り付けてください。

《運転席側》

前側固定ベルト

（Cピラー）

２-① ２-② ２-④２-③

1ｰ③ もう一枚のマットに、ブラケット付マグネットボタンを
＋皿ネジ5×35クロメイトで2か所に取り付けしてください。

+ 皿ネジ（5×35）
クロメイト

　  ブラケット付
マグネットボタン

樹脂クリップ

1-③

また、使用しない6ヶ所のボルト穴に、
樹脂クリップを入れ穴を隠してください。

450mm

６５mm

２-⑤

２-⑥

P2

※S-GLはこのまま進んでください。DX車は別紙参照ください。



３．ベッドフットの取付

３ｰ① 車両のタイヤハウスにある
既存のタイダウンフックを取り外し、フック部カーペット裏のスポンジを取り外します。

２B-③ 
進行方向前側の1番上のピン位置に、
ドリルで10mmの穴をあけて下さい。

２B-⑨～⑪ 
付属の後側固定ベルトを取り付けて下さい。
反対側も同じ作業をし、後側固定ベルトを
取り付けて下さい。

《運転席側》

２B-① ２B-③

２B． 固定ベルトの取付（Dピラー）

２B-①② 
Ｄピラーのカバーを外してください。
（割れないように注意してください。）

２B-②

２B-④
手順２Ｂｰ③であけた穴に
Ｍ6ターンナットを
取り付けて下さい。

２B-⑤⑥
外したピラーカバーの、手順２Bｰ③と同位置の
クリップピンを外し、ドリルで10mmの穴を
あけて下さい。

２B-④ ２B-⑤ ２B-⑧２B-⑦

右クウォーター
　　　  ガラス

前から
85mm

320mm

※マグネットボタンの位置

２B-⑥

２B-⑦
上記『マグネットボタンの取付位置』に
5.5ミリの穴をあけ、付属のマグネットボタンを
取り付けてください。

２B-⑨ ２B-⑩ ２B-⑪

● ラワン板の入れ方
フロアと絨毯（じゅうたん）の間の
センター部にラワン板を入れて下さい。
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※Dピラーを表側から見た図
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【図Ⅰ】
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純正フロアカーペット

ステンレス
ワッシャボルト

ボルト
スペーサー

フロント

リア

３ｰ② 既存（純正）のボルト穴を利用し、ボルトスペーサーとステンレスワッシャボルトで
各ベッドフットを固定します。（図Ⅰ参照） 
※タイダウンフック部分のフロアカーペットをめくり、ボルトスペーサーを入れて
ベットフット、純正タイダウンフックの順番でボルトを取付けて下さい。



ベッド下有効スペース高はご使用用途に合わせて変更ができます。
ノブ付ボルトナットを緩めてベッドフレームを上下にスライドさせ、お好みの高さへ変更後十分に締めて下さい。

４．ベッドマットの取付

５．ベッドフレームの伸縮・ベッドマットの収納

６．ベッド高の変更方法

４ｰ① センターのベッドフットが付いている方のベッドマットの脚を、前項３ｰ②で取り付けたベッドフットにはめ込んで下さい。
４ｰ② 同様の手順で反対側のベッドマットも取付けて下さい。

90°

回す
伸縮

伸縮

５ｰ① フレームの伸縮の際には左回転でバーが緩み、右回転でバーが締まりますので、
　　  緩めてからバーを伸縮させ最後は締めて下さい。
　　  ※引き出す際は、バーの出し過ぎに注意して下さい。　
５ｰ② ベッドマット収納時は①センターのベッドフットが付いていない方から跳ね上げ、
　　  ②固定ベルトで固定した後に、③センターのベッドフットが付いている方のベッドマットを跳ね上げ、
　　  ④固定ベルトで固定し、⑤センターのベッドフットを収納して下さい。

①

②

③

④

⑤

※ベッドマット収納手順

５段階調整可能
ベッド上面高さ：450mm, 490mm, 530mm, 570mm, 610mm
ベッド下有効高：390mm, 430mm, 470mm, 510mm, 550mm P4


